













































































































































































































































































































































































































































































しても﹁実体﹂にし も、それが﹁何であるか﹂を抜きにしては考えられなかった であり、しか 、その﹁何﹂は形相とか本質といった普遍だ たのである。　
中世の普遍論争が何を問題にしていたのかについて正確に
見定めること 筆者の力量を超えるが 少なくと ノミナリズムが問題視した一つの思想
として、形相にせよ本質にせよ
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もつ内容は、その語が 語として通用している以上、人々の間で或る程度は一致している。しかし、或る特定の命題が人と時にかかわらず普遍的 分析的であ と言えるほど確定的ではありえないというのである。批判期のカントはそういう普遍性を前提していない である。
　
従来、カントが概念の意味のようなものを普遍的なものと










































































この判断自体はア・プリオリに分析的であると言えるわけである。判断の区別は、述定判断の場合、判断を下すそのときの主語概念と述語概念との連結 根拠 経験に依存 いるか否か、主語概念のうちに見いだせ か否かだけに注目て可能となるようなも である。　
こうした判断論は、カントが目の前にしており、また彼自
































































































































性主義的な分析的判断論を構成 よ な、分析的でありながら実在的な判断﹂と﹁批判哲学において唯一実在的と言える綜合的判断﹂と 区別を暗 示唆している こ 意味においては、批判哲学に分析的判断の居場所はもうない。主語概念と述語概
念の関係としての判断は実在的とは言えないとい
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4., durchgesehene und um





























































 1983, S.188. 鈴木崇夫
・
石川求訳﹃論理哲学入門﹄
︵晢書房、
一九九三年︶一八三頁。
︵
14︶ 拙
稿﹁
綜
合
的
判
断
と
実
在
性
﹂
第
三、
四
節、
前
掲
拙
著
第
一
部
第
四
章、
第二部全体を参照のこと。
︵ひがき・よししげ
　
筑波大学︶
